
主催：中外製薬株式会社

がん治療とQuality of Life
‐小児・AYA世代の妊孕性温存の重要性‐

開催日時：2022年 12月 1日（木）18:00～19:30

― 申込み方法等、留意事項―
新型コロナウイルス感染拡大防止の観点より、ZOOMを利用した個人視聴形式での
WEB開催にてご準備してございます。
お手数ですが「右記二次元バーコード」もしくは「右記ご登録リンク」より
事前参加登録をお願い致します。

※事前登録完了後、前日までにZOOM参加用の専用URLをお送りします。
※個人情報はURL送付のみに使用し、他の目的には一切使用致しません。
※二次元バーコード対応が不可の場合、弊社担当者もしくは下記宛にご連絡をお願いします。

【問合せ先】中外製薬株式会社 富永竜太(とみながりゅうた)
tominaga.ryuta57@chugai-pharm.co.jp

共催 がんと生殖医療ネットワークOKAYAMA / 中外製薬株式会社

ご登録リンク：
https://forms.office.c
om/r/dpV3AYmtQR

開催形態： ZOOMを用いたWEB開催
（下記方法にて事前登録をお願い致します）

プログラム

総合司会/開会挨拶 岡山大学病院 リプロダクションセンター センター長

岡山大学学術研究院医歯薬学域 教授 中塚 幹也 先生

－ 講演１－（18:15～18:30）

「➀県内におけるがん患者の妊孕性温存に関する相談の実態

～がん相談部門を通じた連携体制に関する調査報告～」

「➁小児・AYA世代男性がん患者・家族への妊孕性温存に関する

支援と課題について」

演者 岡山大学病院 看護部 腫瘍センター がん看護専門看護師 太田 佳男 先生

－ 講演２－（18:30～19:00）

「小児がん患者における性腺機能障害と妊孕性温存」

演者 岡山大学病院 小児血液・腫瘍科 助教 鷲尾 佳奈 先生

－ 講演３－（19:00～19:30）

「血液腫瘍患者に対する妊孕性温存 ～血液内科の視点～」

演者 岡山大学病院 輸血部 講師 藤井 伸治 先生

「がん患者の妊孕性温存の実際」
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